
【発 行】
７通信大隊第１係

大隊長要望事項

「有事必通」
「進化無限」

『
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
へ
』

大
隊
は
、
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
「
殺
人
行
為
」
で
す
。
不
幸
な
隊
員
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

ご
家
族
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１０号（１）

こ
の
度
第
七
通
信
大
隊
長
を
拝
命
し
た
別
府
二
佐
で
あ
る
。
日
本
唯
一
の
機
甲
師
団

で
あ
り
伝
統
あ
る
こ
の
第
七
通
信
大
隊
で
指
揮
で
き
る
と
い
う
事
は
最
大
の
喜
び
で
あ

り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

さ
て
昨
年
二
月
に
生
起
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
侵
略
に
よ
っ
て
欧

州
に
お
け
る
喫
緊
の
脅
威
が
注
目
さ
れ
る
中
、
我
が
国
周
辺
に
お
い
て
も
中
国
の
『
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
』
や
北
朝
鮮
に
よ
る
『
挑
発
的
行
動
』
に
よ
り
情
勢
が
さ

ら
に
不
安
定
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
異
常
気
象
等
に
よ

る
自
然
災
害
が
全
国
的
に
状
態
化
す
る
と
と
も
に
多
様
な
規
模
の
地
震
が
、
国
内
全
域

で
予
想
さ
れ
、
発
災
後
の
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
我
々
は
今
あ
る
現
状
に
危
機
感
を
も
ち
、
そ
し
て
国
民
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
常
に
緊
張
感
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

危
機
感
・
緊
張
感
を
も
ち
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
統
率
方
針
を
『
所
命
必

遂
』
と
す
る
。

い
つ
い
か
な
る
任
務
を
与
え
ら
れ
て
も
必
ず
遂
行
し
国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
。
こ

れ
は
諸
官
も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
通
信
の
確
保
の
み
な
ら
ず
多
種
多
様
な
任
務

が
与
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
大
隊
と
し
て
全
力
で
あ
た
り
必
ず
遂
行
す
る
。

所
命
必
遂
を
実
現
す
る
第
七
通
信
大
隊
を
想
像
す
る
に
あ
た
り
要
望
事
項
は
二
点

『
有
事
必
通
』
『
進
化
無
限
』
で
あ
る
。

『
有
事
必
通
』

訓
練
に
お
い
て
基
本
基
礎
を
怠
っ
て
の
失
敗
は
厳
に
指
導
を
す
る
が
、
何
か
を
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
結
果
の
失
敗
は
、
次
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
大
い
に
や
っ
て
も

ら
っ
た
方
が
良
い
と
思
料
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
い
ざ
何
か
起
き
た
時
に
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
活
用
し
任
務
達
成
に
つ
な
げ
れ
る
よ
う
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
普
段
の
訓
練
に
お
い
て
も
常
に
有
事
を
想
定
し
、
ど
う
や
っ
た
ら
任
務
達

成
で
き
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
想
像
し
、
実
践
せ
よ
。

『
進
化
無
限
』

シ
ス
テ
ム
通
信
分
野
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
令
和
八
年
度
末
に
は
野
外
通
信
シ
ス
テ

ム
も
導
入
予
定
で
あ
る
。
導
入
さ
れ
る
ま
で
に
、
よ
り
一
層
シ
ス
テ
ム
通
信
技
術
の
知

識
を
深
め
、
さ
ら
に
新
し
い
分
野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
進
化
を
遂
げ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

こ
の
大
隊
は
能
力
も
高
く
素
晴
ら
し
い
部
隊
で
あ
る
と
い
う
事
は
前
青
木
大
隊
長
か
ら

も
伺
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
で
成
長
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。

以
上
所
信
の
一
端
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
の
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
を

継
承
し
つ
つ
、
更
に
進
化
す
る
事
を
願
い
着
任
の
辞
と
す
る
。

令
和
五
年
十
月
二
日

第
七
通
信
大
隊
長

二
等
陸
佐

別
府

英
幸

観閲行進で敬礼を受ける大隊長

着
任
の
辞

別
府
二
佐

略
歴

平成 ５年 ４月 第１１３教育大隊 （国分）
１４年 ３月 西部方面通信群 第１０３通信運用大隊
１５年 ４月 システム通信団 通信保全監査隊
１８年 ３月 システム通信団 中央基地システム通信隊
２４年 ３月 中央即応集団司令部 通信課 （朝霞）
２５年 ３月 中央即応集団司令部 通信課 （座間）
２７年 ３月 通信学校付（FOC） （久里浜）
２８年 ３月 統合幕僚監部 指揮通信システム部

指揮通信システム課
２９年 ８月 システム通信団 中央基地システム通信隊

第３科長
令和 ２年 ３月 西部方面システム通信群 第１０２基地

システム通信大隊長
４年 ３月 陸上幕僚監部 装備計画部 通信電子課
５年 ３月 現職

離
任
大
隊
長

第３２代通信大隊長

別府２佐 着任

青木２佐、大隊での勤務お疲れ様でした。

ＴＶＵの器材を確認する大隊長 ２中事務室を視察する大隊長



令和５年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１０号（２）

第７師団創隊６８周年
東千歳駐屯地創立６９周年

大
隊
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
一
日
（
日
）
東

千
歳
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
七
師
団
創

隊
六
十
八
周
年
及
び
東
千
歳
駐
屯
地
創
立
六
十
九

周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。

四
年
振
り
の
一
般
開
放
と
な
っ
た
記
念
行
事
は

荒
天
で
は
あ
っ
た
も
の
の
祝
賀
式
、
観
閲
行
進
、

訓
練
展
示
等
は
予
定
ど
お
り
行
わ
れ
、
戦
車
試
乗

及
び
装
備
品
展
示
会
場
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、
拡
声
支
援
、
通
信
支
援
等
の
任
務
を
完

遂
し
、
本
記
念
行
事
の
成
功
に
寄
与
し
た
。

大隊長筆頭に記念行事に参加する大隊

部隊紹介を受け、旗を揚げる各中隊旗手 戦車体験試乗をする隊員家族

装備品展示会場にて野外電話機を触る家族 休憩所でくじ引きを楽しむ隊員家族

春
季
演
習
場
定
期
整
備

大
隊
は
、
令
和
五
年
五
月
八
日
（
月
）

か
ら
十
四
日
ま
で
の
間
、
北
大
演
東
千

歳
地
区
第
二
基
本
射
場
及
び
警
備
回
線

整
備
、
千
歳
・
恵
庭
地
区
の
演
習
道
の

側
溝
や
枝
払
い
、
草
刈
り
等
中
隊
担
当

地
域
の
整
備
を
整
斉
と
実
施
し
た
。

期
間
中
、
師
団
長
に
ご
視
察
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。ま

た
、
大
隊
長
も
積
極
的
に
現
場
に

進
出
し
、
隊
員
へ
の
激
励
、
指
導
を
実

施
し
、
一
件
の
事
故
も
な
く
整
備
任
務

及
び
通
信
支
援
任
務
を
完
遂
し
た
。

師団長に状況説明する大隊長

警備回線を整備する隊員

射場の的を入れ替える隊員

整斉と的の整備をする隊員



東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信

群
か
ら
来
ま
し
た
菅
原
三

曹
で
す
。
今
回
が
初
め
て

の
方
面
外
異
動
と
い
う
事

も
あ
り
、
不
安
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
同
時
に
新
天
地
で
の
期
待
と
喜
び

も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
慣
れ
な
い
事
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

初
め
て
の
異
動
で
戸
惑
う

事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が

中
隊
の
諸
先
輩
方
が
温
か

く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
前
勤
務
地
に

比
べ
て
駐
屯
地
が
と
て
も
広
大
で
、
休
暇
後
の

出
勤
で
は
駐
屯
地
内
で
10
分
位
迷
子
に
な
り
ま

し
た
。
十
月
に
は
大
隊
の
持
続
走
競
技
会
が
あ

る
の
で
、
ま
ず
は
コ
ー
ス
を
し
っ
か
り
と
覚
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
異
動
に
よ
り
生
活

環
境
や
職
場
環
境
が
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
が

自
分
自
身
を
初
心
に
戻
す
機
会
と
捉
え
て
一
か

ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
八
月
の
定
期
異
動

で
、
第
六
通
信
大
隊
（
神

町
）
か
ら
第
七
通
信
大
隊

に
異
動
に
な
り
ま
し
た
横

山
三
曹
で
す
。
配
属
は
本

管
中
隊
シ
ス
テ
ム
班
で
す
。
早
く
環
境
に
慣
れ

第
七
通
信
大
隊
の
一
員
と
し
て
即
戦
力
に
な
れ

る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
人
見
知
り
で
す
が
、

気
兼
ね
な
く
話
か
け
て
く
だ
さ
い
！

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信

群
か
ら
来
ま
し
た
蛭
田
三

尉
で
す
。
三
月
に
Ｂ
Ｏ
Ｃ

を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
指
導
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
い
ち
早
く
戦
力
と
な
り
、
部
隊

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

第
九
通
信
大
隊
か
ら

第
七
通
信
大
隊
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
福

士
三
曹
で
す
。
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
こ
の

部
隊
で
勤
務
で
き
る

こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
北
海
道
と
い

う
初
め
て
の
土
地
で
不
慣
れ
な
所
も
あ
り

ま
す
が
、
前
の
部
隊
で
培
っ
た
経
験
と
タ

フ
さ
を
活
か
し
一
日
で
も
早
く
皆
様
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１０号（３）

Ａ
Ｃ
❘
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

ＡＣ－ＴＥＳＣ統裁部地域現場指導する大隊長戦車にカメラ取り付け中

カメラを固定する中嶋３曹 カメラ映像を監視する隊員

大
隊
は
、
令
和
五
年
六
月
六
日
か
ら
六
月
二
十
二

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
北
大
演
（
恵
庭
・
千
歳
地

区
）
で
行
わ
れ
た
、
近
接
戦
闘
訓
練
（
Ａ
Ｃ
❘
Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
）
に
統
裁
部
通
信
隊
と
し
て
参
加
し
た
。
訓
練

間
、
参
加
人
員
に
欠
員
を
出
す
事
な
く
、
訓
練
に
必

要
な
無
線
通
信
、
映
像
、
拡
声
、
写
真
支
援
等
の
任

務
を
こ
な
し
、
長
い
期
間
で
あ
っ
た
が
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
本
訓
練
に
寄
与
し
た
。

転

入

者

紹

介

第
二
・三
係
通
信
統
制
幹
部

一
等
陸
尉

武
田

良
太

令
和
五
年
八
月
一
日
付
け

で
、
通
信
学
校
よ
り
転
属

し
て
き
た
武
田
一
尉
で
す

七
通
大
で
の
勤
務
は
四
年

半
振
り
と
な
り
ま
す
。

七
通
大
へ
の
初
出
勤
の
際
、
東
千
歳
駐
屯
地
正

門
前
に
あ
る
七
師
団
標
柱
「
わ
れ
ら
こ
こ
に
は

げ
み
て
国
や
す
ら
か
な
り
」
を
確
認
し
た
と
き

に
、
厳
し
く
も
楽
し
い
部
隊
勤
務
の
実
感
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
隊
本
部
勤
務
の

為
、
不
慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
気
心

が
知
れ
た
隊
員
と
と
も
に
仲
間
意
識
を
も
っ
て

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
通
信
中
隊

三
等
陸
尉

蛭
田

一
寿

本
部
管
理
中
隊

三
等
陸
曹

横
山

賢
太

第
一
通
信
中
隊

三
等
陸
曹
小
笠
原

純
平

第
一
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

菅
原

悠
司

第
一
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

濵
田

和
希

東
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信

群
か
ら
来
ま
し
た
濵
田
三

曹
で
す
。
一
中
隊
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
。
人
生
初

め
て
北
海
道
の
地
を
踏
み

戸
惑
い
な
が
ら
も
新
鮮
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
も
私
生
活
も
ま
だ
ま
だ
わ
か

ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す
が
、
早
く
戦
力
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

第
二
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

南

彰
良

第
二
通
信
中
隊

三
等
陸
曹

福
士

輝

広
島
県
海
田
市
駐
屯

地
第
十
三
通
信
隊
か

ら
来
ま
し
た
南
彰
良

で
す
。
出
身
は
大
阪

府
で
趣
味
は
ゴ
ル
フ

や
格
闘
技
な
ど
体
を

動
か
す
事
が
好
き
な
の
で
、
北
海
道
で
も

楽
し
み
た
い
で
す
。
前
の
部
隊
で
は
、
有

線
構
成
な
ど
を
主
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
部
隊
で
は
器
材
の
違
い
な
ど
は
あ

り
ま
す
が
、
構
成
の
手
順
、
戦
闘
行
動
な

ど
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し
成
長
し
て
行
き

た
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

有線構成をする隊員



令和５年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１０号（４）

ＳＮＳでの情報発信にご注意を！！

昨日から通信大隊は南の島で２週
間訓練みたい。

ＳＮＳ：フェイスブック、ツイッター、インスタグラム、
ユーチューブ、ライン等

コイツは自衛官か。ヒ
ヒヒ・・・

ＳＮＳを介した
情 情報収集

ＳＮＳに私的な内容を投稿する場合は、
職務上の行動予定等を含んでいないか事前
に確認をお願いします。

今晩は、みんなで飲み会
本場の黒糖焼酎は最高！！

隊 員

ご家族

悪意のある
第３者

レ
ン
ジ
ャ
❘
帰
還
行
事

大
隊
は
、
令
和
五
年
七
月
二
十
六
日
（
水
）
に
レ
ン
ジ
ャ

ー
養
成
訓
練
の
帰
還
行
事
に
参
加
し
た
。

訓
練
に
参
加
し
て
い
た
一
中
隊
野
呂
二
曹
は
、
最
終
想
定

を
勇
敢
に
終
え
、
正
門
か
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
仲
間
達
と
足
踏

み
を
揃
え
、
各
部
隊
の
激
励
を
受
け
な
が
ら
駐
屯
地
へ
帰
還

し
た
。

師
団
司
令
部
に
て
師
団
長
に
帰
還
報
告
を
し
た
の
ち
Ｃ
ヘ

リ
ポ
ー
ト
に
て
第
十
一
普
通
科
連
隊
長
か
ら
レ
ン
ジ
ャ
ー
徽

章
の
授
与
を
受
け
た
。

疲
れ
た
身
体
な
が
ら
も
、
大
隊
長
を
始
め
、
大
隊
の
隊
員

や
家
族
の
出
迎
え
を
受
け
、
新
た
に
通
信
大
隊
に
レ
ジ
ャ
ー

隊
員
が
一
名
増
え
た
。

レンジャー徽章を授与する野呂２曹

大隊長とがっちりと握手

激励されるレンジャー隊員

家族の出迎えを受ける野呂２曹

ＧＯＧＯ
ＲＡＮＧＥＲ

三
曹
任
官
行
事

大
隊
は
、
令
和
五
年
七
月
三
日
（
月
）
に

「
三
曹
任
官
行
事
」
を
行
っ
た
。
早
朝
の
非
常
呼

集
か
ら
始
ま
り
、
完
全
武
装
の
状
態
で
五
キ
ロ
を

を
走
り
抜
き
、
大
隊
朝
礼
場
に
て
、
そ
の
勇
士
を

大
隊
に
見
せ
た
。

そ
の
後
の
任
官
行
事
に
て
大
隊
長
か
ら
階
級
章

の
授
与
を
受
け
、
二
名
の
隊
員
が
陸
曹
の
仲
間
入

り
を
し
た
。

二中隊大森三曹

大隊長に敬礼する昇任者二名

訃

報

七
通
稲
妻
会
元
副
会
長

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
院

政

男

氏

令
和
五
年
五
月
三
十
日

謹
ん
で
ご
冥
福
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

享
年
七
十
七
歳

稲妻会便り

今
年
度
の
稲
妻
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
も
十
月
十
五
日(

日)

に
最
終
戦

と
な
り
ま
し
た
。
（
今
月
の
結
果
は※

マ
ー
ク
参
照
）

そ
し
て
六
戦

行
っ
た
栄
光
の
総
合
一
位
は
誰
が
獲
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
結
果
は
今
月
の
二
十
一
日(

土)

に
観
楓
会
で
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、

参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

７通新隊員教育隊（後期）

日 々奮闘中

祝 昇 任 !

二中隊林崎三曹

※

十
月
十
五
日
の
結
果

１
位

横
田

恒

さ
ん

２
位

髙
木

繁
美
さ
ん

３
位

小
林

順
一
さ
ん



昇

任

定 年 退 官

栄

典

業

務

死
亡
叙
勲
に
関
す
る
手
続
き
及
び
お
願
い

自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
現
職
中
の
功

績
と
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
方
は
叙
勲

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
死
亡
叙
勲
に
付
き
ま
し
て
は
、
御
遺
族

か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間
が
限
ら
れ

て
お
り
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
叙
勲
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
万
が
一
、
御
本

人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
死
亡
日
を

含
め
五
日
以
内
に
最
寄
り
の
防
衛
省
各
機
関
、

部
隊
等
へ
連
絡
す
る
こ
と
を
御
家
族
共
々
、
く

れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
致

し
ま
す
。

ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
情
報
を
知
り
得
た

場
合
も
、
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
併

せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和５年１０月 ほ く と し ち せ い 第１１０号（５）

♡結婚しました♡♡こんにちはBABY♡

隊員自主募集

・採用条件 １５歳以上３３歳未満
・入隊を希望する人
・自衛隊に関心のある人
・災害派遣、国際貢献に興味のある人
・詳しい説明を受けたい人
第１係 援護広報まで連絡下さい。

（情報は中学校１年生からでも結構です。）

指

定

等

一
般
陸
曹
候
補
生
入
校
予
定
者

〈
第
百
四
十
四
期
陸
曹
候
補
生
〉

二
中

小

松

拓

実

〈
第
百
四
十
四
期
陸
曹
候
補
生
〉

一
中

秋

山

凌

雅

〈
第
十
三
期
一
般
陸
曹
候
補
生
〉

一
中

堀

江

龍

輝

以
上
令
和
五
年
七
月
一
日
付

指
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人

事

往

来

瑞
宝
単
光
賞
受
賞

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

Ｏ
Ｂ

菅

野

耕

司

氏

令
和
五
年
六
月
七
日
付

平
成
十
八
年
二
月
二
十
三
日
退
官

本部管理中隊
准尉 田 代 勝 美
令和５年８月６日付

本部管理中隊
准尉 山 元 信 隆
令和５年８月１４日付

本部管理中隊
准尉 小 西 亮
令和５年８月１６日付

自衛隊勤務お疲れ様でした。

本部管理中隊
北村１曹（長男）拓真くん
令和５年６月２１日生

第２通信中隊
工藤３曹（長男）灯真くん
令和５年３月２４日生

５年６月１７日入籍
本中 ２曹 鑓河内 健太
１中 ３曹 夏未

（
一
等
陸
尉
へ
）

大
本

二
尉

加

藤

学

（
二
等
陸
尉
へ
）

一
中

三
尉

齋

藤

翔

二
中

同

黒

木

寛

之

本
中

同

福

田

亮

（
陸
曹
長
へ
）

二
中

一
曹

筒

井

雅

昭

（
一
等
陸
曹
へ
）

本
中

二
曹

大

西

利

英

一
中

同

植

木

雅

俊

本
中

同

吉

田

尊

二
中

同

北

山

慶

次

本
中

同

清

藤

翼

一
中

同

井

上

基

（
二
等
陸
曹
へ
）

二
中

三
曹

武

田

一

臣

本
中

同

鑓
河
内

健

太

本
中

同

津

田

康

平

一
中

同

横

濱

剣

一
中

同

野

呂

拓

斗

（
三
等
陸
曹
へ
）

二
中

士
長

大

森

晃

二
中

同

林

崎

一

樹

（
転

出
）

通
信
学
校
（
久
里
浜
）
へ

大
本

一
尉

加

藤

学

同

（
久
里
浜
）
へ

一
中

二
尉

齋

藤

翔

第
三
一
三
基
地
通
信
中
隊
静
内
派
遣
隊
（
静
内
）
へ

二
中

三
尉

黒

木

寛

之

中
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
伊
丹
）
へ

二
中

曹
長

中

間

千

雅

第
十
二
通
信
隊
（
相
馬
原
）
へ

一
中

二
曹

武

田

竜

馬

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
仙
台
）
へ

二
中

三
曹

中

嶋

拓

（
転

入
）

通
信
学
校
（
久
里
浜
）
か
ら

大
本

一
尉

武

田

良

太

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
仙
台
）
か
ら

一
中

三
尉

蛭

田

一

寿

東
北
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
仙
台
）
か
ら

一
中

三
曹

菅

原

悠

司

第
一
通
信
大
隊
（
練
馬
）
か
ら

一
中

三
曹

小
笠
原

純

平

第
一
〇
五
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
群
（
目
黒
）
か
ら

一
中

三
曹

濱

田

和

希

第
九
通
信
大
隊
（
青
森
）
か
ら

二
中

三
曹

副

士

輝

第
十
三
通
信
隊
（
海
田
市
）
か
ら

二
中

三
曹

南

彰

良

第
六
通
信
大
隊
（
神
町
）
か
ら

本
中

三
曹

横

山

賢

太


